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序
1980年代中盤、大学教養教育におけるドイツ語教育について、「教養かコミュニケーションか」と
いう議論が巻き起こったことがある。そこでは、それまで「教養」の名の下に行われていたゲーテ
やシラーなどの古典文学の講読といった古式ゆかしい訳読中心・受信型のドイツ語教育から、主に
音声伝達を中心とした実践的な言語運用能力向上を目指す、コミュニケーション中心・発信型のド
イツ語教育への転換が強く唱えられた。「生きたドイツ語を教えよ」ということである。
このようにして岐路に立った大学におけるドイツ語教育は、その直後から国内外の大きな変化の
波にさらされることになる。
外的にはまず、’89年のベルリンの壁崩壊に端を発したソビエトの崩壊によって、東ヨーロッパの
再編成が進んだ。このことは、ソビエト無きあと唯一の超大国となったアメリカに対抗する EU統
合への歩みに拍車をかけた?。一方でそのアメリカによるグローバル経済網の構築に伴い、主にビジ
ネス界における通用語としての英語の重要性が飛躍的に向上する。同時にインターネットという
まったく新しいメディア・通信手段が登場し、以前とは比較にならないほど簡単に、世界中の情報
があらゆる言語を介して手に入るようになった。
内的には、’91年の大学設置基準の大綱化により国立大学の教養部廃止が進み、大学における初習
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?この一連の動きにより、中欧から東欧にかけて通用語としてのドイツ語の重要度がかなり向上した。
外国語教育の基盤が揺らぐ。このことは学部中心の大学運営を生み、外国語教育においては通用語
としての重要度を増した英語教育に取って代わられるように、ドイツ語その他の初習外国語の授業
時間数の急激な減少へとほとんど直結してゆく。さらには ’04年の国立大学の独立法人化により、
大学運営が「経営」・「効率」というものさしで測られるようになると、ますます初習外国語はその
存在意義を問われることとなる。
このような背景の下、大学教養教育におけるドイツ語教育は今後どうあるべきか、何をどう教え、
どのような成果を期待すべきか、という問いかけは、80年代と比べてもますます重要さを増し、切
実なものとなっている。ことに当時に比べ、時間的にも経済的にもはるかに厳しい制限・制約のも
とにあるカリキュラムの中で、何をどのように成し遂げるか、という課題はわれわれドイツ語担当
教員に課せられた責任でもある。
以下では、おもに「教養からコミュニケーションへ」という流れの中で、しばしば脇へ置かれお
ろそかにされがちな「文法学習」を中心にして、今後の大学教養教育におけるドイツ語教育のあり
方について一考を試みる。
１ 文法とコミュニケーション
文法訳読中心・受信型からコミュニケーション中心・発信型の授業への転換は、文法学習のあり
ようを大きく変えた。それまで文法シラバスにのっとって配列された教材による体系的な学習から、
コミュニケーションのシラバスによって並べられた、現実的な使用頻度と場面に基づいた実践的な
学習への転換である。この転換によって、体系的な文法学習はしばしばなおざりにされる傾向が生
まれた。教材からも語形変化の一覧表や、整然とした文法記述が減っていった。
このような傾向は、ドイツ語だけではなく英語教育においても同様に進行した。いやむしろ英語
教育におけるこのような傾向にドイツ語教育が追随したと言っても過言ではなかろう。ただ英語教
育の場合、過度に合目的的で現実の言語使用から乖離しているとされる、いわゆる「受験英語」や、
必ずしも現代の言語学の知見に沿うものではない「5文型」に基づいた教育に対する反省が同時にあ
る。また英語においては、学習の初期段階で学ばなければならない文法事項が、ドイツ語と比べて
はるかに少ないという、構造上の相違点もある。しかしながらドイツ語教育において、これらの点
に充分な注意が払われた上で、上記の転換が行われたとはあまり思えない。
以下ではまず後者の点に着目して、ドイツ語と英語を比較してみる。
１．１ ドイツ語と英語の語形変化と「初級文法」
ドイツ語はしばしば難しいといわれる。今さら近代言語学の基本を持ち出さずとも、自然言語に
貴賤は無く、ある言語体系が別の言語体系より全体として複雑な構造を持つということは無いはず
だが、それでもドイツ語が初学者にとって難しいという印象を与えるのは、それなりの理由があろ
う。それは学習の初期段階で学び身につけなければならない、文法規則の多さである。特に語形変
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化は、名詞関連、動詞関連ともに学習の最初期からかなり繁雑である。
以下は初級段階で避けて通ることのできない、基本的な語形変化を名詞関連・動詞関連に分けて
表にしたものである。ただし、これは単に形態的に実現可能なものをアルファベット順に並べたも
ので、体系的な記述ではない。したがって同じ形態が重複して用いられることもある。
名詞関連
ドイツ語 英 語
文法上の性 3（男性、女性、中性） なし
複数名詞
5タイプ
(･･), (･･)e, -（e)n,(･･)er,-s
基本的に 1タイプ
-（e)s
格 4（主格、属格、与格、対格） 2（主格、目的格）代名詞のみ
格表示
冠詞類、代名詞類、形容詞の屈折によ
る
代名詞類の屈折による
定冠詞 das,dem,den,der,des,die  the
不定冠詞 ein,eine,einem,einen,einer,eines  a,an
冠詞類屈折語尾 -e,-em,-en,-er,-es, なし
形容詞屈折語尾 -e,-em,-en,-er,-es, なし
人称代名詞
deiner,dich,dir,du,er,es,euch,euer,
ich,ihm,ihn,ihnen,ihr,ihrer,meiner,
mich,mir,seiner,sie,uns,unser,wir
 
he,her,him,I,it,me,she,them,they,
us,we,you
動詞関連
ドイツ語 英 語
人称変化語尾
直説法：
現在 -e, -（e)n, -（e)st, -（e)t
過去 -（e)n,-st,-t
命令法：-（e), -t
接続法：-e,-en,-est,-et,
直説法：
現在 -（e)s
過去 なし
命令法：なし
仮定法：なし
このようなドイツ語における語形変化の量的な多さは、ドイツ語の名詞に 3つの性と 4つの形態
格があることと、動詞の屈折が詳細であるという点に起因する。
名詞の 4つの格は日本語で言えば「～が、～の、～に、～を」のような格助詞の機能を持つので、
これを正しく使いこなせないと、主語・目的語の区別もできない?。またこれらの格は 3つの性・数
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?格が形態的に明示される分語順は自由で、基本的に動詞以外の語句の配列は、統語構造ではなく情報構造によって決
まる。英語のように主語が目的語より前に来なければならないということは無い。これは形態格が発達した諸言語に
しばしば見られる特徴である。このことは同時に、すでに英語を学んだドイツ語学習者を、学習の初期段階でしばし
ば面食らわせることにもなる。
163
によっても形態的に異なるので、格変化は名詞の性・数ごとに憶えなければならない。また、前置
詞にも格支配がある。
動詞の屈折は人称ごとに単数・複数ともに生じ、基本的にゼロ語尾は無い。人称による屈折は、
過去時制にも同様に起こり、現在時制にほぼ順ずるものの異なる点もある。また、接続法（英語の
仮定法）でも屈折語尾が生じる。
これらはドイツ語の構造の根幹を形作るので、ドイツ語を学習する際にはこれらの習得が、大学
の「文法の授業」の単位を取るためだけではなく、音声伝達にしろ文字伝達にしろ、実際のあらゆ
る言語使用においてもまったくもって必要なのである。
このような構造的特徴を持った言語であるドイツ語学習にとって、文法シラバスにのっとった学
習から、コミュニケーションのシラバスにのっとった学習への転換は、英語におけるそれよりもは
るかに重大なものとなる。とりわけ、英語を学習した後にドイツ語を学ぶ場合はなおさらであろう。
１．２ コミュニケーションのシラバスの中での文法
そもそも文法シラバスと、コミュニケーションのシラバスには根本的なギャップがある。コミュ
ニケーションのシラバスは、音声伝達を主とした実際の言語使用の頻度にもとづいて、「あいさつ」、
「自己紹介」、「買い物」などの簡単な日常会話から、「議論・討論」などのより高度な言語使用へと、
コミュニケーション上の難易度に基づいて配列さている。したがって、文法事項を体系的に順序だ
てて配列することが難しく、しばしば学習の当初からすでに複雑な文法事項が現れる。
?買い物」や「道聞き」などをとってしても、まず補足疑問文が作れなければならず、その答えを
理解するためには、少なくとも値段を表す数詞や、位置関係を表す前置詞などが身についていなけ
ればならない。使用頻度が高い語の多くは不規則変化をするので、ただでさえ多い語形変化の規則
性と、不規則変化を当初から混在させながら消化してゆく必要も生じる。丁寧な物言いをするには
どうしても助動詞構文や外交的接続法を用いなければならない。またドイツ語では、「依頼表現」な
ど、発話行為における様々なニュアンスを表す不変化詞が豊富にあり、その正しい理解および使用
は外国人には相当難しいが、このような状況は、いわゆる「簡単な日常会話」の中にしばしば出来
し、しかもスムーズなコミュニケーションにとっては重要なことでもあるので、学習初期段階から
何らかの形で扱わざるを得ない。
その他にも、眼前にある事物を指し示すときに頻用される指示代名詞、会話では過去時制に変わっ
てほぼもっぱらも用いられる現在完了、英語と比べて非常に豊かな再帰表現、ドイツ語独特の語順
の問題が絡む副文、これを学ぶまで「ドイツ人」と正確に言えない形容詞の名詞化、日本人が苦手
なことにおいては英語においても同様である比較表現などは、文法シラバスにのっとったテキスト
以上に入念に扱う必要がある。これらの事項を正確に、少なくとも通じる程度に正確に表現するた
めにも、1.1で挙げた表中の語形変化が基本的に身についていなければならない。
もちろん、コミュニケーション中心のテキストにおいても、文法学習については様々な工夫がさ
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れている。実際の言語使用を、それでも可能な限り文法シラバスに近づけて配列したり、一箇所に
多くの文法説明が集中しないよう断続的に少しずつ説明し、文法事項がある程度出揃ったところで
まとめの表を提示するとか、そもそもコミュニーケーションのなかであまり使わない文法事項は大
胆に捨象する?とか、コミュニケーション中心のテキストが出始めた当初に比べれば、昨今のものは
かなりこなれてきていると言える。
ただし根本的には解決していない。文法説明が比較的わかりやすく、充実しているものはコミュ
ニケーションの部分に魅力が乏しく単調であったり、コミュニケーションの部分が優れて吸引力に
富むものは、しばしば文法記述が便宜的になりがちで要領を得ない。
これらを両立することは難しく、実際のテキストで比較的高いレベルで成し遂げているものが
あったとしても、それらの多くは専門学部並みの質量ともにたっぷりとした学習環境を要求するも
ので、大学教養教育におけるもはや極限までスリム化されたカリキュラムにそぐうものではない。
また、文法説明やその練習問題を別冊子にまとめて半ば自習用テキストのようにして提供してい
るテキストものもあるが、これはコミュニケーションのシラバスに沿った上で、必要な文法学習を
成し遂げることがいかに困難であるかを物語るものと言える。このような事例では、いかにも文法
は別個に仕方なく学ぶものとして最初から排除されているかのような感覚を学習者に与え、しかも
これらの文法教材がしばしば、文法シラバスにのっとったテキストよりもさらに無味乾燥になる傾
向があるため、外国語学習にとって根源的に必要でありコミュニケーションにも役に立つはずの文
法学習を、ますます魅力に乏しいものとしていると思う。
１．３ 演繹から帰納へ
文法シラバスからコミュニケーションのシラバスにのっとった学習においては、文法学習はしば
しば、演繹的学習から帰納的学習へと転換を余儀なくされる。まず規則を学び、それを練習によっ
て身につけるのではなく、まず言語事実に触れ、そこから文法の規則性を発見的につむぎだしなが
ら学んでゆく方法は、確かにコミュニケーションの授業に向いている。このような学習方法では、
現実的な言語資料を多く用意することにより、学習の初期段階から、いわゆる「生きた自然なドイ
ツ語」に多く触れることができ、文法規則の理解と習得を優先するあまり、骨と皮ばかりの不自然
な例文が並んでしまうことはない。
しかし演繹的学習とくらべ、帰納的学習は同時により多くの言語資料とそれを処理する学習時間
とを必要とする。このことは結果として学習の総量を増やす。大学の専門学部やそれに準じた学習
環境を持つところではそれを吸収しうるが、現在の教養教育のカリキュラムはそのような環境を
まったく保障していない。したがって多くは器からはみ出ることになる。これに対応するために、
大きくなる授業内容のスリム化を図りすぎれば、演繹的学習と同様の要領を追う結果となり本末転
?しばしば捨象・簡略化される文法事項として、過去形、接続法第 1式（間接話法）、未来形、関係代名詞などがある。
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倒である。それならばと、徐々に自習で補う部分を増やしより多く課題を課すようになると、学習
者の学習意欲が急激に低下することになりかねない。ことに昨今の学生の場合はなおさらである。
あるいはなりふりかまわず突き進んだとすれば、労力に比しても、演繹的学習に比しても、乏しい
学習効果しかあげられないことになるだろう。
２ 教養初習外国語としてのドイツ語
２．１ 教養教育カリキュラムの中での初習外国語
大綱化以前と異なり、現在の大学教養教育のカリキュラムは様々だが、それでも共通していると
ころは、上でも少し触れたように、初習外国語のスリム化であろう。多くの大学・学部で、初習外
国語が必修（選択）科目からはずされ、自由選択科目になっている。もちろん 2年次以降の高年次
においてもドイツ語が開講されているところもあるが、学部・学科が絞られるなどしてかなり少な
く、そのような場合でも 2年次まで 2年間必修というところはさらにごくまれで、必修なのは週 2
回、1年間が最大である場合がほとんどである。自由選択の場合は、多くが週 1回、1年間になって
しまい、半期だけというところも多い。したがって、大学教養教育の教室内における必修ドイツ語
の総学習時間を、国立大学のように半期 15回、1回 2時間で計算すれば、おおむね以下のようにな
ろう?。
最大：15回×前・後期×2時間×週 2回＝120時間
最小：15回×半期 ×2時間×週 1回＝30時間
この 30～120時間の中でできることは非常に限られる。このことは上に述べたようなコミュニ
ケーション中心の帰納的な学習がある程度前提とする、学習の時間と量を大きくスポイルしてしま
う。
２．２ 語彙学習
今まで「文法学習」の問題の影になって触れなかったが、語彙学習の問題もある。英語の場合非
常に多くの英単語が日本語の中に浸透しているため、語彙学習は少なくとも意味論的には手間がか
からない。「時計」、「窓」、「椅子」、「机」、「空」、「太陽」、「月」などを表す基本的な英単語を知らな
い日本人は少ない。英語の色彩名称を一切知らぬ日本人はほとんどいまい。英語で 1から 10まで数
えられない日本人も同様であろう。それ以外の語彙も、町の中にあふれている。いわゆる「和製英
?本学の現状（平成 18年度）は、教育学部・社会情報学部・医学部医学科において 4単位（1年間・週二回）選択必
修で計 120時間、医学部保健学科・工学部が 2単位（1年間・週 1回）自由選択で計 60時間。2年次以上の学習可能
性は、教育学部専門科目の総合探求科目「ドイツ語とその文化」として 2単位（1年間・週 1回）計 60時間があるの
み。なお、「ドイツ語とその文化」は開放専門科目になっており、他学部学生も教養教育科目として履修可能である。
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語」の問題や、英語におけるつづりと発音の乖離による英語の語彙学習特有の困難さを差し引いて
も、このような言語環境は英語学習における大きなアドバンティッジである。
ドイツ語に限らず、英語以外の多くの外国語はこのような環境には無く、ほぼすべて最初から一
つ一つ覚えていかなければならない。当然多くの時間が必要になる。ドイツ語の場合、（フランス語
ほどではないにしろ）数字と序数の学習だけでもかなりの時間を取られる?。前者は値段や時間など
の、後者は日付や序列などの理解・表現に直結するので、コミュニケーション中心の授業ではかな
り重要な事項である。
さらにコミュニケーション中心の学習では、上記のような理由から体系的文法理解がおぼつかな
くなればなるほど、文法中心の学習に比べて語彙に頼る局面が多く出てくる。そうなると大学教養
教育のカリキュラムの現状では、ますます状況は厳しい。
２．３ ドイツ語学習のニーズとモチベーション
２．３．１ ドイツ語のコミュニケーション能力の必要性
かつて「教養かコミュニケーションか」という議論が巻き起こったときに、学習者すなわち大学
生のモチベーションの問題も議論された。100年以上も前の古典文学などの講読ではなく、現実のド
イツないしはドイツ語を背景として実践的なコミュニケーション能力の向上を目指すドイツ語教育
のほうが、学生たちのモチベーションが上がり、社会のニーズにもこたえるものだ、という考え方
が当時は大方の支持を得ていた。以後 20年を経た今も、状況は同じだろうか？ 果たしてドイツ語
によるコミュニケーション能力は社会のニーズであり、学生たちのモチベーションの源足りえてい
るのだろうか？
90年代以降、アメリカによる経済のグローバリゼイションにより、通用語としての英語の必要性
が今まで以上に急激に向上したことは、すでに冒頭で述べた。インターネットに代表される IT技術
の発展がそれを強く後押ししたことは言うまでもない。しかし、大卒の企業人にとって英語のコミュ
ニケーション能力向上の必要性に伴って、ドイツ語のそれも同時にますます高まったとは到底思え
ない。むしろ相対的に低下したといわざるを得まい。
確かにヨーロッパにおける英語の通用度は、多くの一般的な日本人が考えているよりかなり低い。
むしろフランス語やドイツ語のほうが重宝する。ポーランド、チェコなどドイツ語母語使用者が散
在する国々のみならず、広く東欧地域においては、英語よりドイツ語ができたほうが、なにかにつ
けてはるかに便利である。特にソビエトが崩壊し、鉄のカーテンの国々において急激な民主化・資
本主義経済化が進むようになってからはそれが顕著だ。しかしながら、高等教育を受けたヨーロッ
?ドイツ語の数詞は、英語や日本語と異なり 2桁の数字を 1の位から先に言う。35は三十、五（thirtyfive）ではなく、
五と三十（fu?nfunddreißig）、235は二百、三十、五（twohundredthirtyfive）ではなく二百、五と三十（zweihundertfu?nfund-
dreißig）となる。序数詞は、それ自体は英語に準じるが、形容詞扱いになるため、必ず格変化語尾がつく。したがっ
て何の何番目なのかということ、すなわちその名詞の性・数・格を常に自覚する必要がある。
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パ人の多くが英語を使うことができ、そのためビジネスの世界では、外国人を相手にする限り、大
半のことが英語を使って行われている。したがって、ドイツ語のコミュニケーション能力を現代社
会の一般的なニーズと謳って、大学教養教育の目的のひとつに掲げることにはやはり抵抗がある?。
もちろん外国語を学習するのだから、その言語におけるコミュニケーション能力をはぐくむのは、
それ自体当然のことである。しかしそれを―しばしばそれだけを―錦の御旗に掲げ、現状の大学教
養教育のカリキュラムの中で、上で述べたようなかなりの無理をし犠牲を払いながら強く推し進め
てゆくべきなのかどうか、という点には今となっては疑問が残る。
２．３．２ 学生のモチベーション
コミュニケーション中心の授業においては、学生のモチベーションを維持することが難しい。4月
に学期が始まった当初は、学生のやる気や期待が高く、明るく楽しい雰囲気の中で授業はかなりス
ムーズにスタートする。しかしながら、1.1、1.2で述べたような理由により、まもなく少なからぬ困
難が訪れると、モチベーションは急激に下がり、欠席者が増えはじめ授業は停滞する。このような
現象は、文法シラバスにのっとったオーソドックスな授業においてよりも強く現れる。
オーソドックスな文法中心の授業においては、文法学習の難易に沿って基礎から順を追って学習
が進むため、確かに出だしから様々な文法事項を覚えさせられたり、現実にはあまり使われないで
あろう例文に直面させられたりすることはあるものの、教師にうまく取り計らう能力があれば、学
習の進度に従って徐々にドイツ語の全体的な構造を理解してゆくことができる。そしてドイツ語の
構造的全体像のようなものがおぼろげながらも見え始めると、今まで一つ一つ学習してきた様々な
文法現象が互いに関連しあい、それぞれが全体の中でどのような機能を担っているのか、というよ
うなことが曲がりなりにも理解できるようになる。このことは、モチベーションの急激な低下を防
いでくれる。
もちろんそこに至るまでの過程で遅れを生じたり脱落する学生も出てくるが、それでも全体とし
ては学習の後半まで知的興味を持続させることができる。というよりむしろ、学習の後半に差し掛
かるほど、ドイツ語学習の面白さが増してゆくといえよう。
これに対してコミュニケーション中心の授業は、ほとんどの学生が大学で英語以外の外国語に初
めて接するという、当初のものめずらしさが薄まると、とたんに覚醒して興味を失い、よほどうま
く文法学習・語彙学習を効率的に組み込みながら両立していかない限り、むやみに増えてゆく情報
量を闇雲に処理する作業に追われ、そのあげく最終的にかなりの混乱・混沌の中に取り残されるこ
とになりがちだ。特に教室以外でドイツ語に接する機会がほとんどゼロで、ドイツ語のコミュニケー
ション能力が、社会的なニーズとして明確化できない状況においてはなおさらである。
?昨今の日本の経済活動が中国をはじめとするアジア諸国により志向性を強めていることも見逃せない。そこでは中
国語をはじめとする現地の言語やフランス語などの植民地時代の宗主国の言語に加え、やはり英語の優位が強く認め
られる。
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かつて群馬大学において行われていた全授業を対象とした授業評価においても、これを裏付ける
ような結果が出ていた?。文法中心の授業においては、概して前期よりも後期の評価のほうが高く、
前期の自由記述の欄には「難しい、進み方が早い、文法中心の学習に疑問を感じる」などの不満が
多かったのに対し、後期では「この授業は難しく厳しかったが、1年間を通じて勉強してみるとドイ
ツ語という言葉がけっこう理解できたような気がした」というような内容の「ほめ言葉」が増加し
た。
これに対してはコミュニケーション中心の授業では逆に、前期よりも後期の評価のほうが低くな
る傾向が強く、前期には「（授業が）楽しい、わかりやすい、雰囲気がよい」などの好印象が多いも
のの、後期になると、「急に難しくなりついていけなくなった、結局よくわからないままのところが
多くなった、授業がつまらなくなった」といった不満が多くなってゆく。この傾向はクラスサイズ
が大きくなるほど―具体的には 30名ぐらいを境にして―顕著であった。
また安易に一般化はできないもが、理数系の学部の学生ほどコミュニケーション中心の授業をも
どかしく感じる者が多い傾向があるように思う。彼らのなかには英語に苦手意識を持つものが多く、
彼らにとっては逆に、初級段階では英語よりもはるかに理路整然としているドイツ語の文法を、パ
ズルを組み合わせるように学んでゆくほうが、自分の長所を生かすことができるようで、学習意欲
にもよい影響を及ぼしていると思われる。
３ 教養教育におけるドイツ語学習、あるいはドイツ語学習における「教養」
ここで断っておくが、本稿は、ドイツ語教育においてコミュニケーション能力向上を目的とする
こと自体を、無意味として否定するわけではない。偏に、せいぜい 30～120時間の授業時間しか確
保できない大学教養教育の現状で、「何をどう教えのるか」ということを考えたとき、すでに 20年
を経る「教養 vs実践」という議論の枠組みに依然としてとらわれつつ、コミュニケーション教育を
その目標として無批判に掲げることに対して疑問を呈するものである。
今まで述べてきたように、ドイツ語の構造的特徴を見ても、大学教養教育の極端なまでにスリム
化されたカリキュラムを鑑みても、ドイツ語、ないしは日本を取り巻く国際社会の現状を見ても、
コミュニケーション能力の向上をドイツ語学習の目標の中心に定め、大きな、あるいは少なくとも
それ相応の学習成果を上げることは、かなり困難であると言わざるを得まい。逆に言えば、大学教
養教育の中でドイツ語教育の意義を高めるためには、現在のドイツ語教育が置かれている厳しい状
況においてさえ、何らかの学習成果の上がる目標の設定と、その方法論を新たに構築する必要があ
るということだ。
?平成 6年～9年実施。全般的には報告書「群馬大学の授業に対する学生の学習能力の現状とその対策」（1997）参照。
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３．１ 学力低下と文法能力の低下
?学力低下」という言葉が叫ばれて今や久しいが、外国語教育においては、それは主に文法能力に
表れるとしばしば指摘される。冒頭でも述べたとおり、英語教育においてもここ数年でコミュニケー
ション能力向上を目指した様々な転換が図られてきたようだが、その結果多くの大学英語教員から
指摘されるところとなったのは、学生たちの文法能力の低下である。文法用語の軽視とともにそれ
が表す文法概念が曖昧になり、基礎的な文法理解が不十分なため応用力に大きく欠ける学生が増加
したといわれる。
ドイツ語教育に関してもこれと同様の傾向が見られる。長期にわたって日本でドイツ語教育にか
かわってきたネイティブ・スピーカーたちからもそのような声が聞かれる。彼らによれば、ここ十
年ぐらいで日本人学習者のコミュニケーションに対する度胸ははるかによくなったが、同時に彼ら
が他国の学習者に比して高い水準で保ってきた、正確で豊富な文法知識が以前より損なわれた印象
があるということだ。
これは筆者の個人的な経験の中にもある。筆者は 2002年度から 2003年度にかけて「独検」こと
「ドイツ語技能検定試験」の出題および採点にかかわったが、そこでも複数の出題委員からその点
が指摘され、’03年度の秋の独検 1級の独作文の出題方針にそれが生かされた。すなわち、文体を整
える力や表現力を測る以前に、基本的な文法を正しく理解しているかどうかがまず問われるような
問題への転換が試みられたのである。結果は予想通りで、当初は 1級受験者に前提とされていたは
ずの基礎的な文法理解に、かなりのそつや斑があることがわかった?。
３．２ 文法は役に立つ
このような文法能力の凋落の背景には、教育現場における文法軽視の傾向があろう。外国語嫌い、
端的には英語嫌いをなくすため、難しいうえに面白くもなく、おまけに知っていても実際のコミュ
ニケーションの場ではほとんど役に立たない、とまで一般的には思われている文法学習を、可能な
限り排除、あるいは簡略化しようとしすぎた結果ではないだろうか。
文法が実際の言語運用において役に立たないはずはない。言語学の基礎中の基礎を今さら持ち出
すわけではないが、文法、すなわち統語法（Synax）とは語の配列の規則であり、その規則にのっとっ
て語句を配列することにより、われわれは無限に可能な文を、今まで誰も発したことの無い完全に
新しい文でさえ、聞き手に正しく伝わる形で作り、発することができる。すなわち文法は、文を自
分なりにしかも正しく組み立てるための手立てであり、同時に相手にも正しく理解してもらうため
の保障なのである。それなのになぜ、文法ないしは文法学習がこれほどまでに無益なものと誤解さ
れるようになったのだろうか。
?独検過去問題集 2004年版参照。
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３．２．１ ?文法訳読」から「役に立つ文法」へ
それは、新たな文を正しく「生み出す」ために必要な規則であり、発信的学習にも充分に役立つ
はずの文法を、しばしば耳にする「文法訳読」ないしは「文法訳読教授法」という言葉の元に、既
存の文やテクストを「解読」するためにのみ有効な受信的な手立てとして、ほぼもっぱら捉えられ
てきたことが、大きな理由のひとつだと思われる。明治以来西欧文化をいかに受容するかを大きな
テーマとしてきた日本の中で、このような理解が育まれたとしても無理は無いが、それをいまだに
踏襲し続けているとすれば、それはまったく賢明ではない。文法を「訳読」とのみ結びつけること
は、上で述べた言語学的見地からもまったく片手落ちといわざるを得ない。
そもそもコミュニケーションを学ぼうとするとき、どうして文法をほとんど躍起になるようにし
て省略・排除しようとするのだろうか。1で述べたように、文法シラバスに沿った学習からコミュニ
ケーションのシラバスに沿った学習への転換の中で、文法学習のあり方自体が変化するのは当然の
ことであるが、一般的に嫌われ苦手意識を持たれているという理由から、コミュニケーション学習
のために文法自体がややもすると邪魔者扱いされんばかりの風潮が、外国語の専門家でもあるはず
の教師の側にもしばしば存在している現状は、まったく問題である。
拙稿（1993）では、「訳読」に偏重した受信的文法理解から脱却するために、初級段階から独作文
の練習問題を大いに取り入れた「文法作文」の授業による、新たな発信型の文法学習の可能性を模
索したが、このときの考え方は今も根本的には変わっていない。すなわち、文法が実際のコミュニ
ケーションに大いに役立つものだとする観点を堅持し、その習得に際しては独文和訳などの受信的
な演習ではなく、独作文や口頭練習を介した発信能力を高める演習を繰り返す文法学習が、現状の
大学教養教育においては有意義なものだと考える。
３．２．２ 英語における「役に立つ文法」
昨今の英語教育においても、「役に立つ文法」という観点から、文法をコミュニケーションに役立
てる方法を前面に打ち出した学習の試みが見られる。NHK教育テレビの「ハートで感じる英文法」
がまずその例として挙げられよう。これは「ハートで感じる」とか「イメージでつかむ」などとい
う言葉から、一見感性のみに訴え、最終的に言い回しの暗記にとどまるような短絡的な方法論のよ
うに見えるかもしれないが、そうではなく、文法を規則の暗記と例文の日本語訳のみを通じた便宜
的な理解から開放することで、文法概念や文法構造が持つ本来の意味をより正確に理解し、それを
実際の言語運用に積極的に役立て、実践してゆこうという発想である。
同様の試みが意味論において導入されているのが、同じNHK教育テレビの「新感覚☆キーワード
で英会話」（2006）であろう。そこでは、認知意味論的見地（「コア理論」）から動詞を中心とした基
本語彙の核となる意味（「コアイメージ」と呼ばれる）を抽出し、それらを融合させることで、英語
に特に豊富な動詞＋副詞からなる熟語へのスムーズな意味拡張を理解させようとする。そしてそれ
らを現実的な状況設定の中で練習することにより、実践的に身につけようとするものである。
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これらはいずれにしても、演繹的な学習方法である。最初にまず、語の意味や文法規則のエッセ
ンスを理解したうえで、それをより現実的なコンテクストの中での演習を通じて、「使える」ように
してゆくのである。
３．３ ?役に立つ」ドイツ語文法
ドイツ語教育においては、このような演繹的でありながら実践的な学習が、初級段階ではむしろ
英語教育におてもよりも有効に行われうると考えられる。というのも、1.1で示したように、ドイツ
語は英語よりも学習の初期段階で消化しなければならない文法規則がはるかに多いのだから、それ
を通じていきなりドイツ語という言語の構造的な側面に、否が応でも直面させられることになる。
したがってドイツ語の構造に着目しながら、文法をむしろきちんと学習することにより、初級レベ
ルから早速、今学んだ文法事項が実際にどのように機能するのかということを、より実践的な演習
を課すことによりすぐに理解することができる。このことは、初級段階では一見不利に作用すると
思われるドイツ語の構造的特徴を逆手にとる形で、すでに初級段階から知的かつ実践的な外国語学
習を可能にするはずである?。
またドイツ語には、英語に比べて有利な点もある。それは発音とつづりである。2.2で、語彙学習
における英語以外の外国語の不利について述べたが、ドイツ語において、少なくとも発音とつづり
に関しては、表音文字であるはずのアルファベットを、しばしば発音どおりにつづらない英語より
も、はるかに合理的で整然としており、とても学びやすい。特に日本語母語使用者にとっては、母
音が似ていることもあり発音がかなりわかりやすい??。
このような方法は、現状の大学教養教育のカリキュラム内でも、かなり機能しうると思う。多く
は「文法訳読」という観点に基づいた文法シラバスの配列を、まったく改善の余地なしとは無論し
ないが、基本的には文法シラバスにのっとって演繹的に学習が進むので、上述の帰納的コミュニケー
ション学習が陥りがちな困難と混乱―特に学習時間の絶対的な不足―をかなり回避した上で、少な
くとも実践的な基礎的文法能力を育むことができ、同時にある程度の基本的なコミュニケーション
能力も身につけることもできよう。
何よりドイツ語というきわめて立体的な構造を持つ言語を、初級段階から実践的であると同時に
知的にも学ぶことができれば、学力低下や少子化によって、学生や教育内容の質の維持が難しくな
りつつある昨今の大学教育の現状においても、有意義なものといえるのではないだろうか。
?3.2.2で挙げた英語の例は、どちらも初級の英語学習を想定していない。一通り英文法を学び、ある程度の語彙を持っ
ている学習者に向けられたものである。
??ドイツ語は基本的にほぼローマ字どおりにつづる。普通名詞も頭文字を大文字書きするなど、初学者にとって助か
る部分もある。英語・ドイツ語・日本語の音韻構造については拙稿（2003）参照。
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３．３．１ 戦略的教材の必要性
そうは言ってもなお、教養教育のスリム化されたカリキュラムに余裕は無い。したがって教材の
内容にも工夫が必要である。限られた時間の中で、いかに効率的に文法理解を深め、実践力を育て
るか、という工夫は依然としてなされなければならない。現状では、文法シラバスにのっとった教
科書の多くは、やはり「文法訳読」の見地から作られているので、文法説明はともかくとして、練
習問題が独文和訳中心で実践的な配慮が乏しい。またコミュニケーションのシラバスにのっとった
教科書は、テクストや演習は確かに実践的だが、1.2でもすでに述べたように、文法記述やその説明
に難があるものが多い。この点においては、徐々に改善されつつはあるものの、特に文法記述にお
いて、現在のドイツ語学研究の成果がかならずしも充分生かしきれているとは言えず、今後われわ
れドイツ語学研究者たちの更なる努力が必要であろう??。
また、多くの教科書に、「現代の日本国内において日本人に向けてドイツ語を教える」ということ
をはっきり考慮したうえでの教材作り、という発想が欠けていると思う。何語であろうと国内の日
本人に対する実践的な外国語の能力の向上は、いったい何のために、どのような「実践」を想定し
て行われているのかが明確にされているものはほとんど無い。
多くの日本人が海外、あるいは国内で外国語によるコミュニケーションをすることに直面したと
き、一般的に最も要求されるのは、以下の 2つである。
1.自国の文化や事情、立場に関することをその外国語で説明・主張すること
2.その外国語で相手の国の文化や事情、立場に関することの説明・主張を理解すること
したがって、「実践的」の名においてもっとも一般的になされるべきは、発信能力を高めるための
演習については 1の、受信能力を高める演習については 2の遂行を支援しうるような内容を設定す
ることではないだろうか。端的に言えば、口頭演習を含めドイツ語の文やテクストを組み立てる演
習においては、たとえば、「茶の湯（die Teezeremonie）」、「座ぶとん（das Sitzkissen）」、「みそ（die
 
Sojabohnenpaste）」、「自民党（die Liberal-Demokratische Partei）」、「お世話になりました（Vielen
 
Dank fu?r alles!）」などの日本についての説明能力向上を促進するような語句や表現を、聞き取り演
習を含むドイツ語の文やテクストを解読する演習においては、たとえば、BRD（ドイツ連邦共和国),
der Bundeskanzler（連邦首相）、Ostern（復活祭）、der Holocaust（ホロコースト）、Um Gottes Willen!
(なんてこった? 一生のお願い?）などのドイツ語圏についての理解を促進する語句や表現を、多
く盛り込んだ内容にするべきであろう。
日本の外国語教材一般に、このような戦略的観点に立ったものが依然として非常に少ないことは
??驚くべきは、文法説明を不定詞句から説き起こす教材の少なさである。このことは、多くの教材において、接続法
までのいわゆる「初級文法」における一貫した体系的記述が放棄されているということではないだろうか。
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とても残念である。このような傾向が続く限り、どんなに外国語によるコミュケーション能力が向
上しても、それが日本人の説明能力の向上に直結する可能性は低い。そしてそのことは、相手側に
おける日本および日本人に対する無知・無理解の解消を、ますます遅らせることになるだろう。
３．４ 教育内容の標準化とモチベーション
昨今の大学教育では学業平均値 GPA（Grade Point Average）の導入に伴い、評価および教育内
容の標準化が求められている。すでに慶応大学などいくつかの大学のドイツ語教育において、共通
教材の使用や共通試験の実施などを通じて、担当教員にかかわらず基本的に同じ内容の学習が行わ
れるよう取り計らわれている。このような傾向を必ずしも肯定するわけではないし、疑問を感じる
部分も少なからずあるのだが、本稿では、とりあえずその是非の問題については立ち入らないこと
にする。しかし少なくとも現実問題として、成績表における「A」の数で奨学金受給の有無が決まる
ような現状では、標準化に向けた何らかの手立てを講じる必要があることは認めざるを得まい。
群馬大学教養教育の初習外国語においてはその一環として、数年前から独検あるいは仏検 3級の
取得を持って、ドイツ語あるいはフランス語の 4単位を認定するという、外部試験を導入した単位
認定を行っている。4単位とは必修選択科目としての最大修得単位であるから、独検あるいは仏検の
3級を持っていれば、教養教育のドイツ語ないしはフランス語の単位を取る必要が無くなる。独検・
仏検とも、そもそも大学の教養課程の 1年分の文法シラバスに匹敵する文法知識を前提に、3級の検
定基準を定めているので、標準化の手段としては現実的である??。
一方、スリム化された教養教育のカリキュラムの中では、ドイツ語学習に対する学生のモチベー
ションの維持・向上の必要性はますます高まっている。すでに、コミュニケーション学習に比べれ
ば、文法学習における学生のモチベーションは比較的維持しやすいと書いたが、それでも学習が進
み、初級とはいえ語彙が増え学習内容が煩瑣になってくると、学生たちの意欲は低下しがちである。
ことに教室での学習時間が限られた現状では、意欲向上のための措置を教室内だけで講じることに
は、やはり限界を感じざるを得ない。
独検・仏検の導入は、教育内容の標準化や単位認定の問題とは別に、このモチベーションの維持・
向上に関しても、よい効果をもたらすものと考えられる。大学の授業を受け単位を取得した後から
でも、受験して合格すれば、公開で行われている外部試験によって、自分が大学の授業で学んだ成
果がオーソライズされる形になり、認定証のようなものも発行されるので、より達成感が高まる。
このことは必然的に大学での学習意欲の維持・向上にもつながっていく。
実際問題として、本学のキャンパスが荒牧（前橋）、昭和（前橋）、桐生と 3箇所（来年度からは
太田を加えて 4箇所）に散在しているため、ほぼもっぱら荒牧キャンパスで行われている教養教育
??独検・仏検の検定基準などについての詳細は、それぞれホームページ、独検 online:http://www.dokken.or.jp/、フ
ランス語教育振興協会：http://www.adefdapf.org/ 参照。
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の再履修が学部・キャンパスによっては困難であるという状況の中で、一部の学部・学科には再履
修を免れる手段として、この独検・仏検を受験しようという学生もいる??。しかしそのような場合に
おいてさえも、再履修をせずに 3級に合格するためには、それなりの自学自習が必要になるため、
一般の学生以上に大きく低下しがちな再履修学生のモチベーションの向上策に、充分なり得ている。
４ 知的ドイツ語学習のススメ―結語にかえて
大学教養教育における初習外国語としてのドイツ語学習は、実践的であると同時に知的でもある
べきだと思う。少子化が進んでも、学力低下が叫ばれても、経済効率が重視されても、高等教育機
関としての大学は、「知」の供給を軽んじるべきではない。教養教育には、確かに高校までの低下し
た学力を補う責務もあろうが、やはり「教養」という言葉の意味を見失ってはならないはずである。
ドイツ語教育においては、かつての「教養」という概念、具体的には古典文学の講読や、文法訳
読教授法にのっとった受信的な学習が、もはや時代にそぐわないということならば、新たな「教養」
としての初習外国語教育の枠組みを構築すべきであろう。本稿で、その一案として、文法学習を中
心にすえた、知的でしかも実践的たりうる初級ドイツ語学習の可能性を論じてきたのは、このよう
な考えを背景としている。
確かに、現在のドイツやドイツ語圏の文化や歴史について学ぶことも、新たな「教養」にとって
としてきわめて重要なこととする声もある。もちろんその重要性を認めることに吝かではないし、
実際の授業でもそのことに腐心してはいるが、なにより外国語科目として、受信型にしろ発信型に
しろ言語運用能力習得をその第一義的な目標に掲げなければならない以上、まずその目標の達成を
主眼に置くべきであり、間違ってもそれを犠牲にすることになってはならないと思う。
文法を中心におく学習は、なによりその拡張の可能性を大きく持つ。30～120時間の学習では量的
に大したことができなかったとしても、いくばくかの語彙力とともに、「役に立つ文法能力」を習得
することができれば、授業で使った教科書とノート、および学習独和辞典をもってするだけでも、
ドイツ語を介したいろいろな情報をある程度は処理することができよう。特にインターネットによ
り、昔とは比較にならないほど簡単にドイツ語の文字情報に接することができる昨今では、本稿で
批判した「文法訳読」能力が、実際的な能力として再び「役に立つ」様な状況が生まれている。
また、文法学習を通して、ドイツ語の構造に対する知的理解が深まれば、それを通じて英語とい
う言語を構造的に相対化することもできるだろう。ドイツ語と異なり、中・上級の段階でしばしば
困難に直面することになる英文法を、ドイツ語の文法知識によっていくらかでも解きほぐすことが
できるということは、筆者の個人的な経験の中にも少なからず存在する。
??2005年度は、このような目的で独検 3級に合格した学生が少なくとも 2名おり、二人揃って研究室までうれしそう
に報告に来た。また、2006年からは 11月実施の秋の独検が荒牧キャンパスで受験可能となり、今後より多くの学生が
受験することが期待される。
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今回は、知的ドイツ語学習を薦めながら、全般的に抽象的な内容にとどまりがちで、教材の内容
などその具体的方策への論及が不十分であった。それにはドイツ語学の研究成果のドイツ語教育へ
のより広範囲な反映が必要となろう。どちらも今後の課題である。
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